
 

第 2章 微分法まとめの問題 

 

[１]  次の関数を微分しなさい。 
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  [２] 次の関数の第n次導関数を求めなさい。 
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 [４] 関数 xxey   増減・極値・凹凸調べて、グラフを描きなさい。 
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 [５]  次の関数のテイラー展開を（ ）内の項まで求めなさい。 
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 (2)  xxxf sin)(   （n 次） 
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     の両辺に x をかけると 
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[８]  次の極限値を求めなさい。  
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